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巻頭言

サッカー・ワールドカップ観戦記 薬剤部長　古屋　裕之

　７月20日早朝に、あのメッシ率いるアルゼ
ンチン代表に前後半90分間で１本のシュート
も打たせなかったスペイン代表の優勝で、約
１か月に及ぶ祭典の幕を閉じたワールドカッ
プ2026。４年に一度の大会はいつも進化を
感じています。私は地上波テレビ放送のあった
試合はほとんどリアルタイムで応援・観戦して、
決勝トーナメント以降は配信コンテンツDAZN
にてハイライトまたはフル視聴して満喫しました。
さらに今大会はドローンによる臨場感のある試
合映像、試合結果を夜空に映し出すドローン・
スコアボードも登場。また、カメラマン達が一斉
にレンズを向ける「トロフィーリフト」という、
優勝したチームや選手がトロフィーを掲げて
勝利を祝うシーンで、ある国の大統領が撮影の
ために壇上から降りるよう指示されたが一向に
動かず、トロフィーリフトの瞬間まで選手たち
とともに映像に映り込む事態が発生してブーイ
ングが起きました。しかし、その数時間後には
ある国の企業が開発した「消しゴムマジック」の
技術で、大統領だけ消されて選手だけになった
喜びの瞬間の画像がスペインからアップされて
いました（笑）。
　私がワールドカップの観戦を始めたのは、
1990年のアジア予選国立競技場で行われた

日本対北朝鮮戦です。当時の私は東京で独り
暮らしする少々サッカー好きの大学生で、授業
の終了後にまだ3,000人くらいしか観客のい
ない空席だらけのスタジアムでの日本代表戦
でした。もちろんまだ予選敗退中です。1993年
私が病院薬剤師となって３年目、Ｊリーグ開幕
イヤーでもあるこの年、日本のワールドカップ
出場の〝悲願〟は文字通りあと一歩、いや、あと
数秒と迫ったアディショナルタイムに潰えてしまう

『ドーハの悲劇』。
　悲劇から４年後の1997年、ついにピッチ上
の選手もベンチメンバーも、そして遠くマレー
シア・ジョホールバルまで駆けつけたサポー
ターも含め、全員の感情が爆発した『歓喜』の
景色が生まれた時も、テレビの前から日本代表
を応援して共に涙していました。
　この後日本代表は28年間、フランス大会を
皮切りに今回の北中米大会までワールドカップ
８大会連続出場となり、今や日本代表は出場
して当たり前と思われ、いつか優勝できるの
ではと期待される存在となりました。
　私たち薬剤師も、地域の皆さんに認知されて
医療の中、生活の中で期待される存在になって
いけるように成長していきたいと思っています。
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外来診療棟

東病棟

西病棟

駐車場病院玄関

さくら病棟診療科の紹介
脳神経外科
 【脳神経外科について】
　当院の脳神経外科では、脳卒中や頭部外
傷、水頭症、てんかんなどの脳神経疾患に
加え、認知症の診療を行っています。専門医
２名体制で、それぞれの専門性を生かしな
がら地域の皆さまに安心して受診していた
だける医療を目指しています。
　今回は、当科の中心的な診療の一つである
脳卒中についてご紹介します。

 【脳卒中について】
　脳卒中は、脳梗塞、脳出血、くも膜下出血
などの総称で、生涯で約５人に１人が発症
するといわれています。高血圧や糖尿病など
の生活習慣病、喫煙などは発症リスクを高め
ることが知られています。また、発症後には
後遺症が残り、これまで通りの生活が難しく
なることもあるため、人生が大きく変わる病気
といえます。
　突然の発症により、患者さんだけでなく、
ご家族も大きな不安や動揺を抱えられます。
そのような状況だからこそ、私たちは病気
だけを診るのではなく、その人自身やご家族
の思いまで含めて診療することを大切にして
います。

　脳神経外科スタッフをはじめ、多職種が
連携し、病気の治療だけでなく、不安に寄り
添う支援や退院後の生活を見据えた介護・
福祉サービスの調整にも取り組んでいます。
長期のリハビリテーションが必要な患者さん
については、近隣の回復期リハビリテーショ
ン病院と連携し、切れ目のない医療を提供
できるよう努めています。また、自宅退院後も
外来で再発予防に取り組み、安心して生活
を続けていただけるよう支援しています。
　「病気になったことは残念だったけれど、
静岡医療センターで治療を受けて良かった」
と感じていただけるよう、一人ひとりに寄り
添う診療をこれからも続けてまいります。

 【認知症診療について】
　認知症診療は認知症専門医が担当し、
近隣の医療機関からご紹介いただいた患者
さんを中心に専門的な診療を行っています。
また、新しい認知症治療にも積極的に取り
組むとともに、地域の皆さまを対象とした講習
会も定期的に開催しています。ご関心のある
方は、各種広報などをご覧ください。

脳神経外科医長
高橋　照男
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トピックス

　薬剤師は、調剤室で医師の処方に基づき、薬の用法用量、他の
薬との飲み合わせに問題がないかを確認したうえで調剤しています。
さらに、患者さんがより安全に治療を受けられるよう調剤だけではなく
病棟や外来での服薬指導や様々なチーム医療へ参画しています。また、
災害時も同様に調剤からチーム医療にかかわる薬剤師がいます。
　私は急性期医療や災害医療について学びたいと思い、ＤＭＡＴ隊員資格を取得し、災害チーム
に所属しています。ＤＭＡＴとは、災害派遣医療チーム（Disaster Medical Assistance Team）
の略称で、災害の発生直後の急性期から活動が開始できる機動性を持った、専門的な研修・
訓練を受けた５名で構成される医療チームです。DMATは災害拠点病院に配備され、当院
では平成15年３月に静岡県から災害拠点病院として指定を受けています。災害時における
傷病者の受け入れに備え、トリアージなどの災害対策訓練を継続的に実施するとともに、災害
時にはいつでも派遣できる体制をとっています。薬剤師として災害備蓄薬の管理や見直しを
適宜行い、いつ起こるか予測できない災害時に備えています。またＤＭＡＴとは別に国立病院
機構としての初動医療班があり、災害地での活動を行う４～５名で構成される医療チームも
あります。
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震において、当院から初動医療班１隊、ＤＭＡＴ隊
２隊が派遣されました。私は初動医療班として支援活動を行いました。私にとってはじめての
派遣活動でした。医療班活動として避難所における避難者数やライフライン等の確認を行い、
避難所のアセスメントを行うほか、巡回診療や物資搬入、感染症予防対策、エコノミークラス
症候群の注意喚起・情報共有を行いました。
薬剤師としてお薬手帳や持参薬を確認しながら
内服薬の確認や吸入薬指導を行う場面もあり
ました。
　また、災害時には各県の病院薬剤師会所属
のモバイルファーマシーという災害対応医薬品
供給車両の稼働があり、出来るだけ必要な常備
薬による治療を中断しなくてすむようなサポート
体制もあります。薬剤の専門性も必要となる
ため日頃業務から薬剤知識を吸収し、常に
アップデートしていくこと、医師や看護師などの
他職種と連携することが大切であると感じます。
　静岡県は南海トラフ地震において想定震源
域となっています。災害から命を守るためにも
一人ひとりがもしもの時に備えて準備していき
ましょう。

災害医療に対する取り組み

薬剤師
遠藤　瑞季
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　３西病棟は、心臓血管外科・循環器内科・泌尿器科を中心とした
急性期病棟として、日々さまざまな疾患や治療に対応しています。緊急
入院や手術前後の患者さまが多く、迅速かつ的確な医療・看護が求め
られる環境ですが、その中でも患者さま一人ひとりに寄り添う温かい
看護を大切にしています。
　心臓血管外科では冠動脈バイパス術、弁膜症手術、大動脈瘤手術など、幅広い疾患に
対応しています。最近ではステントグラフト内挿術や経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）
など比較的低侵襲な術式も増えています。心臓や大血管の手術を受けられる患者さまに対し、
安心して治療に臨んでいただけるよう、多職種が連携しながら日々の看護・医療を提供して
います。循環器内科では、心不全や狭心症など循環器疾患を抱える患者さまに対し、検査・治療
から退院支援まで多職種と連携しながらサポートしています。泌尿器科では、前立腺疾患や尿管
結石、悪性腫瘍など幅広い疾患に対応し、手術や化学療法を受けられる患者さまが安心して
治療に臨めるよう努めています。患者さまやご家族の不安に寄り添い、身体面だけでなく精神
面にも配慮した支援を心がけています。さらに、さまざまな疾患の患者さまに対し個別性の
ある看護実践ができるよう、スタッフ間で情報共有を行い、患者さま一人ひとりの状態を把握
し、安全で質の高い医療の提供を目指しています。また、退院後の生活を見据え、服薬指導
や生活習慣改善のサポートも実施しています。患者さまが安心して地域生活へ戻れるよう、
退院支援にも力を入れています。
　当病棟の特徴は、若いスタッフが多く、明るく活気のある雰囲気です。看護師だけでなく、
多職種とのコミュニケーションも活発で、職種の垣根を越えて協力し合える環境が整っています。
忙しい急性期病棟だからこそ、スタッフ同士の声かけや助け合いを大切にし、和気あいあいと
した雰囲気の中で日々業務に取り組んでいます。また、新人教育やスタッフ育成にも力を入れて
おり、経験年数に関わらず相談しやすい環境づくりを心がけています。先輩スタッフが丁寧に
サポートし、互いに学び合いながら成長できることも当病棟の魅力の一つです。急性期ならでは
の緊張感のある場面もありますが、患者さまの回復や笑顔にやりがいを感じながら、スタッフ
一同日々看護に励んでいます。 

病棟紹介

３西病棟の紹介

３西病棟看護師長
大森　いつか
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　６月28日、当院においてＴ＆Ａマイナーエマージェンシーコースを
開催しました。このコースは、救急外来で遭遇する眼科・耳鼻咽喉科・
整形外科・皮膚科などの軽症救急疾患を対象に、適切な診断や初期
対応、専門科へつなぐタイミングを実践的に学ぶシミュレーション形式
の研修です。今回で当院開催は３回目となり、循環器内科木村慶医師がコースマネージメント
を担当しました。
　当日は、全国から医師や診療看護師が受講生として参加し、当院からも医師と研修医合わ
せて８名が受講しました。また、インストラクターの約半数を静岡県内の医師が担当し、地域
の医療者が中心となって質の高い教育を提供しました。さらに、当院からは看護師９名がアシ
スタントとして参加し、コース運営を支えるとともに、救急診療に必要な知識や考え方を学ぶ
貴重な機会となりました。
　受講した研修医は、実際の救急外来を想定した症例を通して、問診や身体診察、鑑別診断、
治療方針の決定、必要な処置までを実践的に学び、受講後には「診断に至る考え方が理解
できた」「救急外来で明日から実践できる内容だった」といった感想が聞かれ、臨床現場で
役立つ知識と判断力を養うことができました。一方、アシスタントとして参加した看護師は、
運営を支えながら医師の診断プロセスや治療方針を間近で学び、救急患者へのアセスメント
や観察の視点を深めました。医師の思考過程を理解することで、患者さまのわずかな変化
に気づく観察力や、多職種との円滑な情報共有など、日々の看護実践に活かせる多くの学び
を得ることができました。
　当院では、医師・看護師
をはじめとする多職種が継
続的に研修へ参加し、それ
ぞれの専門性を高めながら
チーム医療の充実に取り組
んでいます。今後も最新の
知識と技術を学び続け、一
人ひとりの患者さまに迅速
で適切な医療を提供できる
体制づくりを進め地域の皆
さまに安心して受診してい
ただける病院を目指してま
いります。

トピックス

Ｔ＆Ａマイナーエマージェンシー
コースを開催しました

診療看護師（看護師長）
瀧波　典子
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地域医療連携室

　桜ヶ丘歯科口腔外科クリニックは、口腔内外の外傷や顎（あご）、顔面領域の外科的処置など、
専門的診断・治療に特化したクリニックです。
　困難な親知らずの抜歯や顎関節症治療のほか、外傷による顔面受傷、口腔内外の腫瘍（でき
もの）にも対応しております。治療に対する恐怖心が強い方や、複雑な治療の場合は「静脈内
鎮静法」を用いた負担の少ない手術も可能です。インプラント治療や、専門性の高い小児歯科・
矯正治療まで幅広く対応しており、三島・駿東地区はもちろん、下田・熱海を含む伊豆地方か
らも多くの患者さんが受診されています。
　また、がん治療（手術・抗がん剤・放射線）や心臓血管外科、整形外科等の手術前後におけ
る口腔ケア（周術期口腔機能管理）も行っており、術前後の口腔ケアは、誤嚥性（ごえんせい）
肺炎の予防や、化学療法による重い口内炎などの合併症を防ぐために極めて重要です。
　当院（静岡医療センター）とも強固な病診連携を構築しており、高度な精密検査や入院手術
が必要な際もスムーズな橋渡しが可能です。専門的な治療や手術を控えた口腔ケアでお悩みの
方は、ぜひご相談ください。

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日
  8:30〜13:00 ○ ○ ○ ○ ○
14:00〜17:15 ○ ○ ○ ○ ○
休 診 日：�月曜日・日曜日・祝祭日
※�小児歯科外来…主に火曜日・金曜日に実施して 
おります（不定期）。 
最新の実施日はホームページのお知らせをご確認 
ください。
※�木曜日午後は往診の可能性あり
診 療 科 目：歯科・口腔外科・小児歯科・矯正歯科
住 所：�〒411-0801 静岡県三島市谷田523-7
電 話 番 号：055-955-8172
ホームページ：https://sakura-dos.com/

連携医療機関紹介　　桜ヶ丘歯科口腔外科クリニック桜ヶ丘歯科口腔外科クリニック

桜ヶ丘幼稚園 0ｍ
セブンイレブン 三島谷田南店 
道路挟んで向かい
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外

来

担

当

医

表

独立行政法人 国立病院機構 静岡医療センター 〒411- 8611　静岡県駿東郡清水町長沢762-1
☎︎ 055-975-2000　FAX：055-975-2725　紹介用 FAX：055-975-1999

◎�上記の診療日は、休暇や学会出席等で変更することがありますので、詳しくは各科外来の掲示で確認して下さい｡
＊脳ドック…………………………… 毎週　（月）（金）
＊皮膚科（本田医師）………………… 本田医師に受診中の患者様のみ予約できます。
＊ペインクリニック（井出医師）…… 井出医師に受診中の患者様のみ予約できます。

＊形成外科（大森医師）……………… 第 3月曜日は爪処置専門外来となります。
＊認知症外来…………………………  毎週（月）、（火）の午後　予約のみ

案内図 三島
駅

東海道本線

柿田川公園
 ●
ニトリ

令和８年７月１日現在

相談日時：月〜金曜日（要予約）（祝日・年末年始除く）　午前9時〜午後4時
担　　当：静岡医療センター地域連携室　医療ソーシャルワーカー

がん相談支援センターのご案内
内科医師の退職に伴いまして、令和６年４月以降の「予約の無い一般内科外来診
療」は、一時的に休診とさせていただいております。
出来るだけすみやかに再開できるように医師確保に尽力しております。
ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。

一般内科の診療形態の変更について

呼吸器内科 糖尿病内科 内科 腎臓内科 消化器内科 脳神経内科 リウマチ・膠原病内科 眼科 心臓血管外科 外科 呼吸器外科 小児科 産婦人科 脳神経外科

A-2 A-4 B-2 A-3 B-3 B-4 B-5 A-1
（再診）

A-1
（初診） B-1 A-6 A-5 B-2 B-3 C-2 C-3 C-4 C-5 C-3 C-6 C-8 C-7 D-1 D-2

月
北野

第1・3・5週
内科担当医
第2・4週
予約のみ

坂木
予約のみ

田中
予約のみ 片山 曽根

福島
乳がん 

専門外来
鈴木（達） 相馬

芳本
予約のみ

第4週
高橋 黒田

火
呼吸器内科 

担当医
予約のみ

有安
予約・紹介状

のみ
大西

予約のみ
上原

予約のみ
日向

予約のみ
日向

予約のみ
岡﨑

予約のみ 波里 高木
腫瘍内科 
担当医
伊澤

松下 高城 中野（良）
渡邉

予約のみ
第2・4・5週

新槇 黒田 高橋

水 糖尿病担当医
予約のみ

辻林
予約のみ

松田
予約のみ

本間
予約のみ

田中
予約のみ

飯田
予約のみ 片山 曽根 若松 田中（雄） 植松

佐野
予約のみ

第4週
奇数月のみ

山澤

木 古屋
予約のみ

小林（秀）
予約のみ

若林
再診

予約のみ
大西

予約のみ
上原

予約のみ
田中

予約のみ 片山 曽根 相磯 後藤 酒井 角 末永
田中

予約のみ
第4週

北山
第1週
目黒
第4週

予約のみ

山澤 高橋 黒田

金
本橋（典）
第1・2・3・5週

峯下
第4週

予約のみ

糖尿病担当医
予約のみ

内科担当医
予約のみ

堀川
第3金曜日
予約のみ

尚原
予約のみ

松田
予約のみ

鈴木（重）
予約のみ

鈴木（重）
予約のみ 片山 青木 石上 齋藤 尾﨑 産婦人科 

担当医 黒田 高橋

整形外科 耳鼻咽喉科 泌尿器科 形成外科 放射線科 皮膚科 歯科口腔外科 循環器内科 ペインクリニック
D-3

（整形）
D-4

（整形）
D-5

（整形） E-1 E-2 E-5 E-6 F-1 F-1 F-2 F-3 F-4 G-1 G-2 G-3 G-4 H-1 H-2 H-3 H-4

月
入江
第2週

予約のみ

小林（哲）
予約・紹介状

のみ

三谷
予約・紹介状

のみ
荒井 小森

鈴木（祥）
予約のみ

診察9:00～
10:30

間庭
予約のみ

診察9:00～
10:30

大森
※第3週は 
予約のみ

杉山（彰） 岩田 杉山（由） 輪番制　予約のみ
特診日（第１週）

新井
予約のみ 田邊 松田（龍） 中島

火
渡邉（健）
予約・紹介状

のみ

整形担当医
予約・紹介状

のみ
荒井 鈴木（祥）

予約のみ
間庭

予約のみ 笹又 小久保 岩田 杉山（由） 瀬田 山崎 毛利 青木
第3週 田尻 川中 木村（慶） 國分

水 大沢
予約のみ

岡
予約・紹介状

のみ

整形担当医
予約・紹介状

のみ
荒井 神川 鈴木（祥）

予約のみ
間庭

予約のみ 小久保 岩田 杉山（由） 瀬田 山崎 毛利 田邊 小鹿野 國分 伊佐治
中央処置室

井出
（午前）
予約のみ

木
岡

予約・紹介状
のみ

渡邉（健）
予約・紹介状

のみ
荒井 大村 杉山（彰） 岩田 杉山（由） 瀬田 山崎 毛利 松田（龍） 田尻 田邊 小山内

金
小林（哲）
予約・紹介状

のみ

三谷
予約・紹介状

のみ

荒井
診察14:00 
　～16:00
受付13:30 
　～15:30

鈴木（祥）
予約のみ

間庭
予約のみ

奥原
第2・4

金曜日のみ
予約のみ

小久保 岩田
本田

第3週金曜のみ
予約のみ

診察14:30
　～15:30

杉山（由） 瀬田 山崎 毛利 佐々木 中島 川中 小鹿野


